
既存事業の付加価値化
新事業・新領域

キーワード

「健康」
企業理念

経営戦略の策定、
重要課題の設定

コーポレート・ガバナンス
「自律」のさらなる強化と「他律」による補完

社会課題の解決による
サステナブルな社会の実現

3つの事業と
それを支える

基盤

環境予測と
リスク認識、
SDGsなど

世界共通の課題
P32～49

P52～65

P24～27

P28～31

「感  謝」
「自  然」

「開かれた企業」
2025年までに

トマトの会社から
野菜の会社に

2つの長期ビジョン

2025年の
ありたい姿

食を通じて社会課題の
解決に取り組み、

持続的に成長できる
強い企業になる

●1日の野菜摂取量を277ｇから350ｇに
●緑黄色野菜の提供量を17.2％から20％に
●売上収益2,500億円に

2040年頃までに

女性比率を50％に
～社員から役員まで～

●多様な視点での事業推進、多様化する
消費者ニーズへの対応

●働きやすく働きがいのある、高い生産性を
もった強い企業へ

● 国内加工食品事業
● 国内農事業
● 国際事業

P32～37

P38～39

● 安心・安全な商品の提供
● 気候変動への対応/

環境への配慮
● サプライチェーン
マネジメントの強化

● 持続可能な調達
● 多様な人財

P40～49

カゴメの事業

価値創造基盤

イノベーション（研究）

競争優位の源泉
● 種子から食卓まで手掛ける

 ユニークなビジネスモデル
● 多様な野菜提供力
● 「安心・安全」のブランド力
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P22～23

カゴメの価値創造と成長戦略

価値創造プロセス
　2025年のカゴメのありたい姿「食を通じて社会課題の解決に取り組み、持続的に成長できる強い企業に

なる」ためには、事業を取り巻く環境変化を絶えず予測し、柔軟に対応できる組織である必要があります。

事業を通じてカゴメだからこそ創出できる価値を社会に提供し、社会課題を解決していくことで持続的な成

長を続け、サステナブルな社会の実現に貢献する。それがカゴメの価値創造プロセスです。
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カゴメの価値創造と成長戦略
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